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生物機能利用砂漠地域二酸化炭素固定化技術開発

● 乾燥や光などのストレス耐性の付与

生物機能利用砂漠地域二酸化炭素固定化技術開発

● 乾燥や光などのストレス耐性の付与

拡充

第２期第２期生物機能を活用した生産プロセスの基盤技術開発
● 様々な遺伝子を多数組み込むことが可能な細胞（汎用宿主細胞）等の開発

生物機能を活用した生産プロセスの基盤技術開発
● 様々な遺伝子を多数組み込むことが可能な細胞（汎用宿主細胞）等の開発

市場規模２千１百億円
雇用規模 １．１万人

市場規模４．２兆円
雇用規模１８万人

生分解・処理メカニズムの解析と制御技術開発
● 微生物コンソーシアの制御と分解・処理プロセスの効率向上

生分解・処理メカニズムの解析と制御技術開発
● 微生物コンソーシアの制御と分解・処理プロセスの効率向上

プロセス開発を支える基盤整備

循環型産業システムの構築

遺伝子組換え体の産業利用におけるリスク管理に関する研究遺伝子組換え体の産業利用におけるリスク管理に関する研究

環境中微生物の高精度・高感度モニタリング技術の開発環境中微生物の高精度・高感度モニタリング技術の開発

ゲノム情報に基づいた未知微生物遺伝資源ライブラリーの構築
●生合成や分解などの産業プロセスに利用可能な微生物遺伝資源

ゲノム情報に基づいた未知微生物遺伝資源ライブラリーの構築
●生合成や分解などの産業プロセスに利用可能な微生物遺伝資源

バイオプロセスの速やかな普及のための
基盤整備

● 多重遺伝子導入技術開発● 多重遺伝子導入技術開発

植物機能利用工業原料生産技術開発

●植物の物質生産プロセス制御基盤技術開発

●物質生産に関する代
謝プロファイリング等

生物の機能を利用した環境中化学物質の
高感度検出・計測技術の開発

生物の機能を利用した環境中化学物質の
高感度検出・計測技術の開発

エネルギー使用合理化生物触媒等技術開発

バイオプロセス実用化開発
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植物機能改変技術実用化開発

愛・地球博におけるﾊﾞｲｵﾏｽﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
利活用の実証

（2003年度までプログラム外で実施）

（2002年度までプログラム外で実施）
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